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Zenharen 全保連株式会社
家賃債務保証業者登録番号国土交通大臣 (1) 第16号

�家賃債務保証の解説ペー ジはこちら

巨＇ 『家賃債務保証』ってなんだろう？
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SDGs x研究
沖縄をモデルケ ースに

東南アジア、島嶼諸国の問題解決を目指す

陸上養殖の研究

2020年度、 国立研究開発法人科学技術振興機構（略称 JST) の「共創の場形成支援プ ログラム

(COI-NEXT)」育成型として、理学部の竹村明洋教授をプロジェクトリ ー ダーとする「資源循環型共生社会実

現に向けた農水一体型サステイナブル陸上養殖のグローバル拠点」というプロジェクトが採択された。これは魚

の養殖を陸上で行うことを起点として貧困、循環、リサイクル、エネルギ ーなどの閻題を同時に解決するプロジェ

クトで、琉大以外にも、高等専門学校（高専）、企業、地方自治体など様々な分野の機関が参画している。

マリンサイエンス部門
研究開発課題1. 人口増に俸う宣糧躙遣困II 発雹区 サステイナプルエネルギー1!111門

2040年にはタンIO貨偏姿が
撫駄を省いた海洋生物 15侶になり「力］テイン危開」 研究開発課題3.
の生産技術の開発 エネルギ喪芦可饂性不十分 水産生産区 再生可能エネルギー

日芯洒生可枇工ルギーは 100％による電源供給
69%[品空効叩スの排出を全

¢t9i ”'システム闘発鄭n ] 体としてゼ1]」とのギ＼＂プが大

研究開発諜題2. '\ （食隅慶賓の臀害心綱化 ］ I ビジネス社会実攀鄭門
安定的かつ高効率な閉

鎖循環型の陸上養殖シ 1 （恥豆ぬ匹匹0固鵡\II 植物工場区 ll 1 1 �甚ごせこ:] <5嶋 Ill システムの社会実装
ステムの研究開発
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食とエネルギーの循環モデルの
スト ー リ ー

「現在は、沖縄という島嶼をモデルにしますが、貝据えているの
は島の問題の課題解決ではなく、SDGsという大きな枠組みでの
問題解決。国内、東南アジア、島嶼諸国の問題を解決するきっかけ
を沖縄からはじめようというものです。今はヤイトハタ（沖縄名：ミ
ーバイ）という沖縄にいる魚を陸上蚤殖していますが、地域や生き
物が変わってもできるシステムにすることがポイントです。また、
そこで生産された魚は単なる食糧として腹を満たすだけでなく、
経済価値を見出し、養殖に関わる人達の経済的自立や働きがいに
繋がらなくてはならないのです」

島嶼モデルというと周りに海があることが前提のように感じら
れるが、このプロジェクトは陸の孤島でも使える独立したシステム
であり、インフラが整備されていない場所でもできる。再生エネル
ギ ーを使って水も循環させるから、場所を選ばず単独で成り立つ。
極論では砂漠でもできるシステムなのだ。

「私の専門は環境生物学で、応用研究として生き物を効率よく生
産することを研究しています。陸上養殖に関しては以前から構想

日本の漁業は、宮齢化による後継者不足など、下降気味なイメー

ジがあるが、実は世界的に見ると漁業の 生産量は伸び続けてい
る。天然ものは資源が限られているのでどこも頭打ちだが、養殖
では世界的に右肩上がり。つまりビジネスチャンスなのだ。

はありましたが、実際は資金や設備などの閻題で絵空事になって 「しかし海での養殖は日本ではもうこれ以上できません。特に沖
いました。しかしそれが（株）メイキットなどから共同研究の相談 縄には台風の問題があり、漁業権の問題がある。新規参入が難し
を頂いたことで実行に移せた。中城村にも協力いただき漁港に陸 い分野なのです。陸上養殖なら管理がしやすく、水質も常時監視
上養殖施設（中城村養殖技術研究センタ ー ：NA!Ce)も作ってい できるので安心安全です。私は短期間で 育てられる方法を研究し
ただきました。また、オリオンビール（株）から彼らが商品を製造す ていて、しかも取引値が裔い時期を目指して生産コントロールを行
る中で出てくる残酒（濾過したあとなどに残ったかす）を無駄にし うことを視野に入れています。これからの漁業はデ ータサイエン
たくない、というお話が出てきた時に、それをヤイトハタの飼料に ス。日本の 養殖業は昔ながらの経験に則った力仕車といったイメ
するシステムを作ろうと。色々な方の断片的なお話をつなぎ合わ ー ジから、若者からは敬遠されがちですが、ヨ ーロッパなどではコ
せてみたら面白かった。こうやって人や企業とが繋がっていきまし ントロールセンターに座り、工ビデンスに則ったやり方で世界中の
た」 養殖場を管理するスタイルに変わってきています。AIを使ったゲノ

ム解析など、若者も入って来やすい産業になっているのです」
陸上 養殖を展開する際に解決しなければいけないのが、エネル

ギ ーコストの問題。本学では工学部千住智信教授が再生エネル デ ータを管理しながら生産コストを下げつつ、商品価値のある
ギ ーの専門であったため、研究開発課題リーダーとして迎え、再生 魚などを蓑殖することで経済的に自立できる産業にする。更には、
可能エネルギ ーを活用したサステイナブルな事業を展開する（株） 魚の養殖場を近年増えつつある植物工場と合体させることで、ま
メイキットと共同研究で100％再生可能エネルギ ー によるシステ た新たな循環社会のモデル形成を目指す。琉大ブランドの魚も近
ム構築に取り組む。 い将来、スーパーに並ぶ日が現実となるかもしれない。

飼育水槽の監視システムや水の濾過など陸上で魚を飼うための
システムは、先述の（株）メイキットと地域連携推進機構島袋亮遮
特命准教授との共同研究により構築されつつある。残餌や、養殖
生物の糞尿なども有効活用するための技術研究も行い、ごみゼロ
の循環型システムデザインの形成を目指す。

出口を見据えた仕組みづくり

このプロジェクトの出口は、養殖システムの確立ではない。実際

に養殖している人がそれで経済的に自立し、将来的には教育にも
繋げることにある。

「企業ができること。我々ができること。自治体ができること。それ
らが合わさって問題解決していくことこそが共創の場と言えます。
しかし、立場や考え方の異なる人が集まるため軌道に乗るまでが
大変です。今後10年続けていくには、それぞれの研究をすること
はもちろん我々初期メンバーだけではできないところが絶対にあ
るので、共創の場として更に多様なステー クホルダーの方を迎え
入れ、更に大きなチームと仕組みを作る必要があります」

プロジェクトメンバー ：
左から
千住智信先生（工学部教授）
竹村明洋先生（理学部教授）
島袋亮追先生（地域連携推進機構特命准教授）
羽賀史浩先生（研究企画室上席URA)

1

,�
 
―

―

―

News Letter Vol.2S-06 




















	NewsLetter Vol28_01P-P16確認用7
	NewsLetter Vol28_02P-P03確認用7
	NewsLetter Vol28_04P-P05確認用7
	NewsLetter Vol28_06P-P07確認用73
	NewsLetter Vol28_08P-P09確認用7
	NewsLetter Vol28_10P-P11確認用7
	NewsLetter Vol28_12P-P13確認用7
	NewsLetter Vol28_14P-P15確認用7



